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健
康

９
月
30
日
で
終
了
し
ま
す 

個
別
特
定
健
診
を
受
け
ま
し
た
か
？

■場
市
内
医
療
機
関　

■対
昭
和
20
年
４
月
１
日

以
前
に
生
ま
れ
た
方
（
人
間
ド
ッ
ク
や
集
団

健
診
を
受
け
た
方
ま
た
は
受
け
る
予
定
の
方

は
除
く
）　

■持
特
定
健
診
受
診
券
及
び
保
険

証
（
医
療
・
介
護
）　

■問
健
康
課
（
に
こ
♥

ふ

る
）
☎
内
線
３
６
７

水
痘
・
高
齢
者
肺
炎
球
菌
感
染
症
の

定
期
予
防
接
種
が
始
ま
り
ま
す

　

10
月
１
日
か
ら
小
児
の
水
痘
（
水
ぼ
う
そ

う
）
と
高
齢
者
の
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
接
種

が
予
防
接
種
法
の
定
期
接
種
に
加
わ
り
ま
す
。

対
象
者
に
は
９
月
下
旬
に
個
別
通
知
し
ま
す
。

▼
水
痘　

■
対
象
年
齢
・
接
種
回
数　

▽
１

歳
〜
３
歳
未
満
に
２
回
接
種
（
標
準
は
１
歳

〜
１
歳
３
か
月
未
満
に
初
回
、
６
か
月
〜
１

年
空
け
て
２
回
目
）　

▽
３
歳
〜
５
歳
未
満

に
１
回
接
種
（
今
年
度
の
み
の
経
過
措
置
）

■他
既
に
接
種
し
た
方
の
接
種
回
数
分
は
対
象

外
。
り
患
し
た
こ
と
が
あ
る
方
は
対
象
外

▼
高
齢
者
肺
炎
球
菌
感
染
症　

■対
▽
今
年
度

中
に
65
歳
、
70
歳
、
75
歳
、
80
歳
、
85
歳
、

90
歳
、
95
歳
、
１
０
０
歳
、
１
０
１
歳
以
上

に
な
る
方　

▽
60
歳
以
上
65
歳
未
満
で
、
心

臓
、
腎
臓
、
呼
吸
器
の
機
能
障
害
ま
た
は
ヒ

ト
免
疫
不
全
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
免
疫
の
機
能

障
害
が
あ
る
方　

■
接
種
期
間
・
回
数　

10

月
１
日
○水
〜
来
年
３
月
31
日
○火
に
１
回
接
種　

■他
既
に
接
種
し
た
方
は
対
象
外

▼
共
通　

■問
健
康
課
☎
内
線
３
７
３

福
祉

困
り
ご
と
な
ど
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い 

民
生
委
員
児
童
委
員
が
委
嘱
さ
れ
ま
し
た

　

次
の
方
が
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。（
敬
称
略
）

▽
第
６
民
生
区（
第
六
学
区
）…
亀
井
武（
宮

田
町
内
会
・
谷
地
田
町
内
会
）

▽
第
９
民
生
区
（
大
泉
地
区
）
…
石
塚
啓
子

（
小
淀
川
・
寺
田
） 

■問
本
所
福
祉
課
☎
内
線
１
３
９

人
工
透
析
を
受
け
て
い
る
方
へ 

通
院
交
通
費
を
助
成
し
ま
す

■対
次
の
全
て
に
該
当
す
る
方　

▽
市
内
に
住

所
が
あ
り
、
腎
臓
機
能
障
害
に
よ
る
身
体
障

害
者
手
帳
を
所
持
し
て
い
る　

▽
人
工
透
析

療
法
を
受
け
る
た
め
に
交
通
機
関
（
自
家
用

車
含
む
）
を
利
用
し
て
通
院
し
て
い
る　

▽

本
人
及
び
同
居
世
帯
の
生
計
中
心
者
が
所
得

税
を
課
税
さ
れ
て
い
な
い　

▽
生
活
保
護
等

で
通
院
交
通
費
の
給
付
を
受
け
て
い
な
い

■内
通
院
交
通
費
と
し
て
実
際
に
か
か
っ
た
額

と
交
付
基
準
額
の
う
ち
、
ど
ち
ら
か
低
い
方

の
額
を
助
成　

■申
９
月
30
日
○火
ま
で
申
請
書
、

通
院
報
告
書
、
領
収
書
（
タ
ク
シ
ー
等
を
利

用
し
た
方
の
み
）
を
本
所
福
祉
課
☎
内
線
１

３
７
ま
た
は
各
地
域
庁
舎
市
民
福
祉
課
へ

軽
度
・
中
等
度
難
聴
児
の
発
達
を
支
援
し
ま
す 

補
聴
器
購
入
費
用
の
一
部
助
成

■対
次
の
全
て
に
該
当
す
る
方　

▽
市
内
に
住

所
が
あ
る
18
歳
未
満　

▽
両
耳
の
聴
力
レ
ベ

ル
が
原
則
30
デ
シ
ベ
ル
以
上
70
デ
シ
ベ
ル
未

満
で
身
体
障
害
者
手
帳
の
交
付
対
象
と
な
ら

な
い
（
た
だ
し
30
デ
シ
ベ
ル
未
満
で
も
補
聴

器
の
装
用
が
必
要
と
医
師
が
診
断
し
た
場
合

は
対
象
に
な
り
ま
す
）　

▽
市
民
税
所
得
割

額
46
万
円
以
上
の
方
が
世
帯
に
い
な
い　

▽

他
の
法
令
等
に
基
づ
い
た
補
聴
器
購
入
の
助

成
等
を
受
け
て
い
な
い　

■内
基
準
額
の
範
囲

内
で
購
入
費
用
の
３
分
の
２
の
額
を
助
成

■申
申
請
書
、
医
師
意
見
書
、
補
聴
器
販
売
業

者
の
見
積
書
を
本
所
福
祉
課
☎
内
線
１
３
７

ま
た
は
各
地
域
庁
舎
市
民
福
祉
課
へ

年
金
・
医
療

国
民
年
金
か
ら
の
お
知
ら
せ

　

今
年
度
の
老
齢
基
礎
年
金
の
年
金
額
は
、

77
万
２
、
８
０
０
円
で
す
。
老
齢
基
礎
年
金

を
受
け
取
る
に
は
、
▽
保
険
料
を
納
め
た
期

間　

▽
厚
生
年
金
等
に
加
入
し
た
期
間　

▽

国
民
年
金
第
３
号
被
保
険
者
で
あ
っ
た
期
間　

▽
保
険
料
の
免
除
を
受
け
た
期
間　

▽
学
生

納
付
特
例
期
間　

▽
任
意
加
入
で
き
る
人
が

加
入
し
な
か
っ
た
期
間
等
を
合
計
し
て
25
年

以
上
の
期
間
が
必
要
で
す
。
保
険
料
を
納
め

な
か
っ
た
期
間
が
あ
る
と
年
金
額
は
減
額
さ

れ
ま
す
。

　

受
給
資
格
を
満
た
し
て
い
な
い
人
は
、
60

歳
以
降
で
も
受
給
資
格
期
間
を
満
た
す
ま
で

（
最
長
で
70
歳
に
達
す
る
月
の
前
月
ま
で
）

任
意
加
入
で
き
ま
す
。
ま
た
、
満
額
受
給
で

き
な
い
人
は
、
60
歳
以
降
で
も
65
歳
に
達
す

る
月
の
前
月
ま
で
任
意
加
入
し
、
保
険
料
を

納
め
る
こ
と
で
、
年
金
額
を
満
額
に
近
づ
け

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

老
齢
基
礎
年
金
の
支
給
開
始
年
齢
は
65
歳

で
す
が
、
本
人
の
希
望
に
よ
っ
て
、
60
歳
以

上
65
歳
未
満
の
間
で
も
、
年
齢
に
応
じ
て
減

額
さ
れ
た
年
金
を
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
そ
の
場
合
65
歳
以
降
も
減
額
率
は
そ
の

ま
ま
で
す
。
こ
の
繰
上
げ
請
求
に
よ
っ
て
年

金
受
給
中
の
人
が
、
65
歳
前
に
障
害
者
や
寡

婦
と
な
っ
た
場
合
に
は
、
障
害
基
礎
年
金
や

寡
婦
年
金
は
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

■問
鶴
岡
年
金
事
務
所
☎
23
‐
５
０
４
０
、
本

所
国
保
年
金
課
☎
内
線
１
１
３
ま
た
は
各
地

域
庁
舎
市
民
福
祉
課
へ

生
活

市
営
住
宅
入
居
者
募
集

住
宅
名

間
取
り
等

戸
数

鶴岡
ち
わ
ら
住
宅
１
Ｌ
Ｄ
Ｋ

（
バ
リ
ア
フ
リ
ー
）

１

３
Ｄ
Ｋ

（
子
育
て
向
け
）

３

城
南
住
宅

４
階
・
３
Ｄ
Ｋ

１

美
原
住
宅

４
階
・
２
Ｋ

１

稲
生
住
宅

３
階
・
２
Ｌ
Ｄ
Ｋ

１

東
部
住
宅

３
階
・
３
Ｄ
Ｋ

１

み
ど
り
住
宅
１
階
・
２
Ｄ
Ｋ

（
高
齢
・
障
害
者
向
け
）
１

大
西
住
宅

１
階
・
２
Ｄ
Ｋ

（
高
齢
・
障
害
者
向
け
）
１

羽黒
荒
川
住
宅

平
屋
・
４
Ｌ
Ｄ
Ｋ

（
家
族
向
け
）

１

温海
紅
葉
岡
住
宅
２
階
・
３
Ｋ

１

柳
原
住
宅

３
階
・
３
Ｄ
Ｋ

１

■
入
居
時
期　

11
月
中
旬
以
降　

■申
９
月
１

日
○月
〜
22
日
○月
午
後
５
時
に
本
所
建
築
課
☎

内
線
４
８
３
ま
た
は
東
部
建
設
事
務
室
（
羽

黒
庁
舎
）・
南
部
建
設
事
務
室
（
朝
日
庁
舎
）・
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温
海
建
設
事
務
室
（
温
海
庁
舎
）
へ　

■他
入

居
資
格
要
件
が
あ
り
ま
す
（
子
育
て
向
け
住

戸
は
小
学
生
以
下
の
子
供
が
い
る
世
帯
対
象

で
す
）。
応
募
多
数
の
場
合
は
抽
せ
ん
で
入

居
を
決
定
し
ま
す
。
応
募
が
な
か
っ
た
住
戸

に
つ
い
て
は
、
落
選
者
を
対
象
に
二
次
抽
せ

ん
を
行
い
ま
す
。
一
部
の
住
戸
は
世
帯
状
況

に
応
じ
た
優
先
選
考
で
す
。
詳
し
く
は
募
集

案
内
書
を
ご
覧
く
だ
さ
い

「
公
社
タ
ウ
ン
高
専
前
・
第
２

高
専
前
」
宅
地
分
譲
募
集

■
募
集
区
画　

高
専
前
…
１
区
画
（
約
80
坪
。

５
３
９
万
１
、０
０
０
円
。
店
舗
付
住
宅
可
）

第
２
高
専
前
…
１
区
画
（
約
74
坪
。
４
４
５

万
４
、
０
０
０
円
）　

■申
山
形
県
住
宅
供
給

公
社
・
嶋
案
内
セ
ン
タ
ー
☎
０
１
２
０
‐
３

０
３
‐
９
７
８
ま
た
は
本
所
建
築
課
☎
内
線

４
８
３
へ　

■他
い
ず
れ
も
先
着
順
。
紹
介
者

に
10
万
円
を
差
し
上
げ
る
分
譲
紹
介
制
度
が

あ
り
ま
す

そ
の
他

９
月
１
日
は
「
防
災
の
日
」 

防
災
フ
ェ
ア
２
０
１
４

　

関
東
大
震
災
や
伊
勢
湾
台
風
を
教
訓
に
、

災
害
へ
の
意
識
を
高
め
、
災
害
に
備
え
る
こ

と
を
目
的
に
、
防
災
の
日
の
前
後
１
週
間
は

「
防
災
週
間
（
８
月
30
日
〜
９
月
５
日
）」
と

さ
れ
て
い
ま
す
。
も
し
も
の
と
き
の
避
難
場

所
や
、
家
族
と
の
連
絡
方
法
を
確
認
し
て
お

く
と
と
も
に
、
防
災
に
関
す
る
知
識
や
技
術

を
習
得
し
ま
し
ょ
う
。

■日
９
月
１
日
○月
〜
５
日
○金
午
前
10
時
〜
午
後

４
時
（
５
日
は
午
後
３
時
ま
で
）　

■場
本
所

市
民
ロ
ビ
ー　

■内
各
種
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
・

非
常
持
出
袋
・
防
災
資
器
材
の
展
示
、
Ａ
Ｅ

Ｄ
を
使
っ
た
心
肺
蘇そ

生
法
の
講
習
、
防
災
に

関
す
る
相
談
窓
口
開
設
等　

■問
本
所
防
災
安

全
課
☎
内
線
１
９
９

９
月
10
日
は
「
下
水
道
の
日
」 

広
げ
よ
う 

自
然
を
守
る 

下
水
道

　

下
水
道
は
、
川
や
海
の
水
質
環
境
の
保
全

や
衛
生
的
で
快
適
な
生
活
を
支
え
て
い
ま
す
。

下
水
道
の
日
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
下
水
道
い
ろ

い
ろ
コ
ン
ク
ー
ル
応
募
作
品
を
展
示
し
ま
す
。

■日
９
月
10
日
○水
〜
19
日
○金　

■場
本
所
市
民
ロ

ビ
ー　

■問
上
下
水
道
部
下
水
道
課
☎
内
線
４

６
８９

月
20
日
〜
26
日
は「
動
物
愛
護
週
間
」 

宣
誓
！
無
責
任
飼
い
主
ゼ
ロ
宣
言
!!

▽
動
物
は
終
生
大
切
に
飼
い
、
捨
て
犬
・
捨

て
猫
は
絶
対
に
や
め
ま
し
ょ
う
（
動
物
を
捨

て
る
こ
と
は
犯
罪
で
す
）

▽
繁
殖
を
望
ま
な
い
場
合
は
不
妊
・
去
勢
手

術
を
し
ま
し
ょ
う

▽
し
つ
け
や
健
康
管
理
を
し
、
動
物
の
種
類

に
合
っ
た
快
適
な
環
境
を
整
え
ま
し
ょ
う　

▽
動
物
を
飼
っ
て
い
な
い
人
に
も
迷
惑
を
掛

け
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う

　

ど
う
し
て
も
飼
え
な
い
事
情
が
で
き
た
場

合
は
、
庄
内
保
健
所
生
活
衛
生
課
☎
66
‐
４

７
４
８
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
犬
や
猫
の
譲

渡
事
業
も
行
っ
て
い
ま
す
。

■問
健
康
課
☎
内
線
３
６
２

９
月
21
日
〜
30
日 

秋
の
交
通
安
全
県
民
運
動

　

日
没
が
早
ま
る
秋
以
降
は
、
夕
暮
れ
時
か

ら
夜
間
に
か
け
て
交
通
事
故
が
多
発
し
ま
す
。

市
民
一
人
ひ
と
り
が
交
通
ル
ー
ル
や
マ
ナ
ー

を
守
り
、
市
民
総
参
加
で
交
通
事
故
の
防
止

に
努
め
ま
し
ょ
う
。

■問
本
所
防
災
安
全
課
☎
内
線
１
７
９

９
月
は
「
オ
ゾ
ン
層
保
護
対

策
推
進
月
間
」

　

地
球
温
暖
化
防
止
、
オ
ゾ
ン
層
保
護
の
た

め
、
フ
ロ
ン
類
の
回
収
が
義
務
付
け
ら
れ
て

い
ま
す
。
地
球
を
取
り
巻
く
オ
ゾ
ン
層
は
、

皮
膚
が
ん
や
白
内
障
等
の
原
因
と
な
る
有
害

な
紫
外
線
か
ら
私
た
ち
を
守
っ
て
い
ま
す
。

し
か
し
近
年
は
、
フ
ロ
ン
類
に
よ
っ
て
オ
ゾ

ン
層
の
破
壊
が
進
ん
で
い
る
こ
と
が
よ
く
知

ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
オ
ゾ
ン
層
を
回
復
さ

せ
る
た
め
、
冷
蔵
庫
や
エ
ア
コ
ン
等
、
フ
ロ

ン
類
を
用
い
た
家
電
製
品
の
処
分
は
適
切
に

行
い
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
業
務
用
エ
ア
コ
ン
、

業
務
用
冷
凍
冷
蔵
庫
の
廃
棄
時
に
は
、
知
事

の
登
録
を
受
け
た
専
門
業
者
に
よ
る
フ
ロ
ン

類
の
回
収
が
必
要
で
す
。
整
備
時
に
フ
ロ
ン

類
の
回
収
が
必
要
に
な
る
場
合
も
同
様
で
す
。

地
球
環
境
に
優
し
い
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
に
し

て
い
き
ま
し
ょ
う
。

■問
本
所
環
境
課
☎
内
線
７
２
０

キ
ノ
コ
採
り
の
シ
ー
ズ
ン
を
迎
え
ま
す 

キ
ノ
コ
採
り
の
事
故
に
注
意
!!

　

次
の
こ
と
を
守
り
事
故
に
遭
わ
な
い
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う
。

▽
一
人
で
出
掛
け
な
い　

▽
行
き
先
や
帰
る

時
間
、
連
絡
先
等
を
家
族
に
知
ら
せ
て
お
く　

▽
迷
っ
た
ら
歩
き
回
ら
な
い　

▽
携
帯
電
話
、

食
料
、
防
寒
具
を
持
っ
て
行
く　

▽
暗
く
な

る
前
に
帰
る

　

な
お
、
ダ
ニ
を
媒
介
と
す
る
新
た
な
感
染

症
ウ
イ
ル
ス
の
発
生
が
報
道
さ
れ
て
い
ま
す
。

山
に
入
る
際
は
長
袖
を
着
用
す
る
等
、
肌
を

露
出
し
な
い
服
装
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

■問
本
所
防
災
安
全
課
☎
内
線
１
９
９

■日＝日時・期日・期間　■時＝時間　■場＝場所・会場　■定＝定員　■対＝対象・資格　　　　　

熊の出没が多発しています
警戒！

■問本所農政課☎内線573

　今年は特に熊の出没が相次いでいます。
これから秋を迎えると、熊は冬眠に備え、
食べ物を求めて活発に行動します。特に夕
方から早朝までの間は、人里に出没する可
能性が高くなります。山や山際の農地に出
掛ける際は、鈴、笛、ラジオ等、音の出る
ものを携帯し、十分に警戒してください。
　もし、熊に出会ってしまっても、背中を
見せずに、そのままゆっくりと後ずさりし
ながら熊から離れてください。
　未収穫の野菜や果物等は、熊を呼び寄せ
ることのないよう、残さずに回収してくだ
さい。また、ごみは、決められた時間と場
所に出すようにし、畑に放置したり、安易
に屋外に置いたりしないようにしましょう。
　熊を見掛けた場合は、近くの駐在所（警
察署）、本所農政課または各地域庁舎産業
課へ詳しい状況をお知
らせください。捕獲用
わなを設置する場合は、
許可が必要です。


